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補助金交付事業の紹介　（５0音順）

電子顕微鏡でミクロを観る会

●小中学生の理科教育の推進と地域の交流

　小中学校では通常見ることのない電子顕微鏡は、様々な植物や菌、微
生物を見ることができます。「ミクロの世界」を体験しながら実際に役立つ
かもしれない菌を探す実験、雑草の話、地域の文化祭での発表等、楽しみ
ながら子どもたちが理科への関心を高め、地域の方々との交流も深めてい
きます。また、夏休みの研究発表のヒントや地域の学校との連携事業など
にも一役かっています。

特定非営利活動法人 オールさこんやま

●左近山移動支援プロジェクト

　左近山団地に住む高齢者の買い物等の生活支援や通院のお手伝い、ひ
きこもり防止、外出のきっかけとして「左近山おでかけワゴン」が団地の
周辺を走行しています。また、定期的に高齢者のお食事会の送迎やお花見
会等のイベント便としてもワゴンを活用してもらっています。利用者は会員
制になっているため、左近山団地住民には回覧板や掲示板でのＰＲも積極
的に行っています。運転者や付添いのボランティアも随時募集しています。

特定非営利活動法人 オールさこんやま

●小学生への学習支援

　地域の小学生を対象とした「さくら教室」は、地域の交流スペース「ほっ
とさこんやま」を会場にしています。一般的な学習塾とは違い、地域のボ
ランティアが子どもたち自らが勉強できるようお手伝いしたり、勉強の仕方
について楽しく教えています。周辺の大人とも顔見知りになり、世代間の
交流の時間にもなっています。

二俣川地区連合自治会

●二俣川地区防災・減災啓発推進事業

　昨年度の「視覚障がいのある方への理解と誘導の仕方」に続き、今年度
は「知的・発達障がい児者への理解」として講演会を行いました。実際に
避難所等で対応する際の話しかけ方等、気をつけたい点を具体的に聴くこと
ができました。地域の中で暮らしている様々な方との普段のコミュニケー
ションを大切にしながら、いざという時に支え合う地域づくりをしています。

ほのぼの食堂　はぐ

●こども食堂　かがやき食堂

　「美味しいものを食べると笑顔になる」をモットーに核家族化が進む現代
において、孤食の子どもやひきこもりがちな高齢者、子育て中の方にも美
味しい物をおなか一杯食べてもらいます。偶数月には高齢者向け「かがや
き食堂」、奇数月には「こども食堂」を開催し、日本人が大切にしている
季節感を食事を通して伝えるとともに、住民同士の交流が深まり、地域の
みなさんの笑顔が増えるよう活動しています。

本宿小学校地域防災拠点運営委員会

●本宿小学校地域防災・減災推進事業

　６自治会・町内会の防災意識の向上のため、毎年マニュアルを作成し、
防災拠点での訓練等に貢献しています。今年度は、避難所において要援護
者へ配慮し、安心して避難所生活ができるように運営マニュアルを作成、
配布しました。このマニュアルを基に本宿小学校地域防災拠点避難訓練を
実施するなど、約４千世帯の防災意識向上につなげ、地域住民による自助・
共助の体制の確立に取り組んでいます。

若葉台地区

左近山地区

左近山地区

笹野台地区

二俣川地区

鶴ヶ峰・旭南部地区
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補助金交付事業の紹介　（５0音順）

万騎が原連合自治会

●万騎が原連合地区安全安心マップ作成委員会

　万騎が原地区の新たな会員にも地域を知ってもらうことで、地域全域の
安全・安心なまちづくりの充実につながるよう、防災・防犯ガイドを作成
します。ガイドには、「万騎が原連合とは何か」や近くの医療機関等を紹介
するとともに、大規模災害に向け、一時避難場所や地域防災拠点、広域
避難場所及び避難経路も掲載します。また、防犯上必要な交番や防犯連
絡所の位置も確認できるようにしています。

わかば子育てサポートグループ

●地域包括子育てサポート

　地域で共に支え合うことを目的に、若葉台に住む経験豊富なサポーター
が、子育て世代を多方面から支援しています。具体的には、「わかサポキッ
ズルーム」の開催、保育園などへの送り迎え、イベントでの預かり保育な
どを通して、子育て中の人をお手伝いしています。子育て世代にも魅力あ
る若葉台地域をつくり、未来へつなげていきます。

若葉台北自治会

●高齢者みまもり「サロン若北」

　「４つのあい（知りあい・認めあい・助けあい・守りあい）」を若葉台北
自治会のスローガンに、月１回の昼食会を開催しています。年4回の歌声
サロンには音楽療法士を招き、参加者のお楽しみと健康増進のために行っ
ています。また、参加者の要望を聞きながら映画会や演芸会、健康体操等
を行うことで高齢者の健康寿命を延ばします。

若葉台第一自治会

●高齢者の居場所作りと高齢者の見守り事業

　若葉台第一自治会では、ひきこもりがちな高齢者が楽しめる居場所作り
を目標に、レコード鑑賞会や昼食会を開催し、気軽に外に出てきてもらうきっ
かけづくりを行っています。また、高齢者に救急用医療情報キット（マイカ
プセル）を配付し、いざという時の備えをしています。

若葉台二丁目南自治会

●若葉台二丁目南地区自主防災組織立ち上げプロジェクト

　若葉台二丁目南自治会では、自治会設立から36年が経過し居住者の
高齢化率も高くなっている昨今、「自主防災組織」設立の必要性が高まり
ました。そういった経緯を踏まえて立ち上がった若葉台二丁目南地区自主
防災組織では、居住者の被害を最小限に抑えるために、防災計画の作成
や防災備品を活用して実際の災害時を想定した訓練などを行うことで、災
害時における自助・共助に関する住民の意識向上や向こう三軒両隣の連携
を進めています。

若葉台もみじ自治会自主防災会

●防災意識の向上並びに発災時の安否確認体制の確立

　３０年以内に７０％以上の確率で発生すると言われている首都直下型地
震に備えて、もみじ自治会のメンバーを中心に、管理組合とも連携を取り
ながら運営委員会を立ち上げ、発災時の安否確認体制を整えています。ま
た、定期的に避難訓練を行うことで、住民同士のつながりをさらに深め、
防災意識の向上を図っています。

万騎が原地区

若葉台地区

若葉台地区

若葉台地区

若葉台地区

若葉台地区
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旭区きらっとあさひ地域支援補助金の申請のポイント

　地域福祉の推進など地域課題の解決に取り組むさまざまな活

動団体（自治会町内会、各種委員、社会福祉団体、市民活動団体、

ＮＰＯ、各種ボランティアグループなど）による取組を支援する

ため、活動に必要な経費を補助する制度です。

　地域活性化、地域福祉推進、高齢者の居場所づくり、防災の啓

発など対象事業はさまざまです。

Question
Answerやりたいことはあるけど、

申請するにはまず何をしたら
いいんだろう？ メンバー同士で

何を目標にするのか
よく話し合いましょう。

Answer
一年ごとの見通しや
交付終了後を見据えた
具体的な計画を立ててみましょう！

Answer
そんなときはご相談にのります！
まずは区役所までご連絡ください !

事務局からのアドバイス

スケジュール旭区きらっとあさひ地域支援補助金とは

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

～補助金の申請・交付・報告までの流れ～

審査
書類及びプレゼンテーション
等で審査が行われます。

中間報告

実 績 報 告

相談・申請

原稿・写真の提出
活動紹介の資料作成のために
区役所へ提出してください。

活動発表会
次年度申請説明会

4月

交付・不交付
決定通知の確認

口座への入金確認
※振込通知はありませんので、
　各自ご確認ください。

請求書の提出

活動の記録を
とってくださいね。

活動の様子を
写真で残しておいて
ください！

きちんと領収書は
まとめておいて
くださいね。

Question
補助金交付終了後、
活動を続けるためには
どうしたらいいのかな？

Question
補助金を申請したいけど、
分からないことがあって
不安だなぁ・・・

Answer
５人以上の旭区民で構成された団体が、
新たに取り組む事業を対象としています。
詳しくは『申請の手引き』をご覧ください。

Question
この補助金を申請できる
対象事業を
簡単に教えてほしいな

※時期は目安であり、若干前後する場合があります。

〜

〜

区役所が請求書を確認してから
交付まで約１か月かかります。

交付決定後
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旭区マスコットキャラクター
「あさひくん」

横浜市旭区 区政推進課 /福祉保健課 /高齢・障害支援課

●区政推進課  地域力推進担当（２階 23番窓口）
　TEL:045-954-6028  FAX:045-951-3401

●福祉保健課  事業企画担当（３階 31番窓口）
　TEL:045-954-6143  FAX:045-953-7713

●高齢・障害支援課 高齢者支援担当（別館３番窓口）　
　TEL:045-954-6125  FAX:045-955-2675

問い合わせ先（旭区役所）

平成 31年 3月発行


